　通告によりまして質問をさせていただきたいと思います。

　傍聴の皆様も、午後からお忙しい中を大変ありがとうございます。

　さて、通告によります質問をさせていただきますわけですけれども、その前に、議会の冒頭、私の名前がありまして発言がありましたので、あえて少々、少しだけ発言、私もそのことについて発言させていただきたいと思います。

　「みずの輪だより」のことについてお話がありましたわけですけれども、あの記事は３月議会に来られた本当にたくさんの方々の傍聴の皆様の素直な感想でした。町長が新しくかわりまして初めて議会に傍聴に来たという方もとても多かったわけですが、皆さん入場前に傍聴者の規則というのを渡されて、議員の質問や町の答弁を聞きながらも、傍聴の方々は自分たちには何の発言も、手をたたくことも許されていない状況の中で、いろんなじくじたる思いを抱いていらっしゃる方もいらっしゃったわけで、その思いを傍聴記の中に書かれただけのことであり、それをこのような議場で取り上げること自体がまた、一般の方々の自由で素直な発言をもしかしたら抑えつけることになるのではないかなと心を痛めております。

　そういうことだけ述べさせていただきまして、通告にしたがいまして一般質問に移らせていただきたいと思います。

（注：これは冒頭中村議員が「みずの輪便り」の記事について述べられたことに対する見解を言ったものです。）
　まず第一に、協働のまちづくりということについてお尋ねいたしたいと思います。

　八十出町長は、就任以来、情報公開、住民参加ということを政策の基本として町政運営を進めておられます。町長の交際費の公開も始まり、今後の動きに大いに期待をしております。

　折から、先月、全国自治体から視察の人たちが押し寄せているという北海道のニセコ町の町民学習課課長片山健也氏を招いて、町が主催の学習会が開かれたわけでございます。片山氏は、ニセコ町が逢坂町長という若い町長になってこの10年間に町と住民がどのようにして、彼は「がちがちと対論、議論して」というふうな言葉を何度も何度も使われておりましたけれども、そのように町と住民とががちがちやることによって、どのようにして一丸になり、ともに変えてきたのかということを熱く述べられました。

　この６月議会、９日、議案の提案理由の説明の中でも、八十出町長もこの内容について大変詳しく触れられ、意義深いものであったと述べておられました。

　片山氏よれば、ニセコのまちづくりの根本は、情報の徹底した共有であり、朝晩のミーティング、職員のミーティングから、そして職員の座っておられる机の中身まで公開されているということで、「情報は役場の者には何一つなく、すべて町民のものである」と述べられたその言葉がとても印象に残りました。

　また、決まってしまったものを公開しても意味がない。決めるためのプロセスに住民が参加すること。そのために、町長も、議会も、町の職員も徹底した説明責任がある。行政の最大の説明責任は予算説明であり、知らせないから住民の皆さんは町の状況がわからない、知らない。そして、知らないからこそ、町の当局と話すと必ずお願い型とか陳情型になってしまって、職員の方側は「住民は要求ばかりする」と思い、住民の人たちは「町は私たちに何もしてくれない」というふうに意思のそごが起こって、うまくかみ合わない。けれども、すべてをオープンにして話し合い、情報を共有すれば、町の状況を理解した住民の皆さんの中からこそ多様な知恵が出てくるものだというふうに述べられました。

　まちづくり委員会には150人もの参加があるそうで、当初は議会からも職員からも反対があったし、各委員会も２年間の間はとても大変だったそうですが、そのやり方が今では全国から評価されるようになっております。

　５月20日は職員を、21日は町民を対象にして合計354名の内灘町でも参加がありました。そして、感銘を受けた。目からうろこが落ちた。自分たちの意識を変えなくてはという高い評価の支持があったのです。

　さて、これを踏まえて、内灘町のまちづくりについてですが、八十出町長にはニセコに追いつくだけでなく追い越すことを目標にして、協働のまちづくりにぜひ取り組んでいただきたいと思っております。

　参加から参画へ、そして協働へとまちづくりも進化しています。参加というのは、もうでき上がってしまった事業に文字どおり住民が参加するだけですが、参画は計画を進めるその段階から実施、評価までのそのプロセス、段階に住民が参加すること。そして、協働とは、いま一歩進んで、住民の皆さん、議会、そして町の職員の皆さんそれぞれがそれぞれの役割と責任を自覚して、対等の立場でその政策決定のプロセスにかかわって協力していくことを、そういうふうに私は理解しています。

　そこで、まず町長にお尋ねですが、就任以来、町長室の重々しいドアを全開にして、だれでも気軽に町長と話ができるように開放されていることは、私は大変すばらしい先進的なことだと思っております。町長席を１階にしたいという、そういう町長の思いも７月からは形になるとお聞きしました。それは、パフォーマンスというよりは、ここの試みをどのようにして続けていくか、それが大切なのではないかと。継続する意思が何よりも問われているのではないかと思います。

　新しい町長がその新しい理念のもとで、新しい試みをされることが町に流れをつくり、町にまた活力を生み出していくもではないでしょうか。新しい試みを怖がっていては、新しいまちづくり、そういったものはできていかないのではないかと思うんです。

　そこで、それぞれの町長室の開放、町長席の１階設置、そういったことをいま一歩進めた試みとして住民との対話集会の開催はどういうふうにお考えになっているのか、お聞きしたいと思いました。

　ただ、これも先ほどタウンミーティングという形で進めているという町長の答弁が能村議員の方にございました。もうこれ以上いうことはないのかとも思いましたけれども、とりあえず話させて、通告に出させていただきましたので。

　住民の中には、役場の５階にはやっぱり、先ほど話も田中議員の方からもございましたけれども、やはりそうは言っても５階には上がっていきにくい。町長室にわざわざ「こんにちは」となかなか用事もないのに、大した用事もないのに行きにくいというのは、これはやっぱり住民の本当の気持ちだと思います。「町長と話ししてみたいけれども、本当にわずかなグループでは会ってもらえないんじゃないか」、そういった声も聞きます。

　それで、この６月議会に終わったら、ぜひ町長と話をしてみたいという人たちとの対話集会を、町会とかそういった大きなグループでなくても、少人数でも、またどんなテーマであっても構わないということで、概要を決めて、それを広報していただき、皆さんにもっともっと気軽に接していただけるようにお願いしたいと思います。

　ひざを突き合わすこと、そして話し合うことによって理解が深まります。わけても、住民の皆さんに町政について公開し、説明し、理解をいただくことが参画から協働へつながっていくための町長さんの、町長の大変大切な仕事であると思いますので、ぜひともよろしくご検討ください。

　町長に２点目として、ホームページの活用をお尋ねいたします。

　新町長就任のあいさつがムーブ、動画で入って以来、町のホームページへのアクセスはぐーんとふえたように思っております。「ようこそ町長室へ」という新しいページもできましたが、そこで交際費の先ほど申し上げました公開も始まっていますが、いま一つ物足らないのは、ご意見をお寄せくださいとは書いてありますが、それがホームページへご意見でしかないからです。ホームページにアクセスしてくるのは、比較的若い世代です。この人たちは、仕事や子育てに忙しく、町の行事などへの直接参加、特に政治に対する参加というものは少ないですが、それゆえにどこへ意見を言っていけばいいかわからずに困っています。でも、これからの少子化問題について大変重要な立場にいる人たちです。せっかく内灘町のホームページにアクセスしてくれたその機会を逃さないようにして、意見や思いをメールで送ってくれるようにホームページを改良していただきたいと思いますが、いかがでしょうか。

　メールが送れるようにといったそういう公職からの発想ではなく、むしろ送りたくなるような、送っていただけるような、そういった働きかけのある設定をぜひともお願いしたいと思います。

　先ほども申し上げました。知恵は、たくさんの住民の中から出てくるものだと思うからです。たとえ小さな考えでも、たくさんの人たちの知恵をいただいてください。大きな川、その川も最初から大きな流れであるのではなく、小さな、本当に小さな流れ、細かな支流を受けて、そういうものが集まって次第に大きな流れになっていくように、どうか新しい町長もより多くの町民の皆さんの意見や思いを聞いて、大きく豊かに枝を伸ばし、町政を実り豊かなものにしていただけるように期待しております。

　次に、職員の立場として、先日の講師の片山さんもニセコ町の職員さんでした。片山さんは「職員参加」という言葉を使われました。今までだって職員は何にでも参加してきたじゃないか、大変忙しかったというふうに思われるかもしれませんが、これはきっと視点を変えろということだと思います。

　説明のできる職員になれ。そして、住民の中に入っていき、職員としての責任を果たせということだと思うのです。町民の町政に対する不満は情報がないから起こるのだと、片山さんははっきりとおっしゃいました。

　そこで提案ですが、各課から町民に身近なテーマを絞って出前の講座を準備していただけばどうかと思います。町民部ならごみのこと、またはもっと広く町の環境基本法について説明するとか、さっきから能村議員の通告にもありました介護保険についてとか、もっと子育て支援についても幅広く先ほどから語られております。そういったこと。

　それから、総務部は情報公開や防災対策、税金の制度について、また教育や新エネルギー、水道事業など、各セクションからテーマを拾い上げて、最初はそんなにたくさん数がなくても年々充実させていけばいいことだと思うんです。それをホームページや広報で知らせ、住民の皆さんから来てくださいというお願いがあれば出向いていくという、そういう出前講座を開いていただきたい。

　町長だけが出向くのではなく、役場の職員さんたちもみんな町民の方に向かって出向いていく。みずからが出向いていく。建設的な意見だけができるのではなくて、初めはクレームもそれほど、先ほど申し上げましたように、クレームもたくさん出てくるかとは思います。でも、それこそがちがちやって、信頼関係が築けるまでどうぞ頑張ってください。この姿勢はニセコ町を初め、あちこちの自治体で行われて成功しております。内灘町でも住民の皆さんから大きな支持を受けることになるでしょう。住民参加から協働へのまちづくりの始まりだと思います。この出前講座の開催についての考えをどうぞお聞かせください。

　さて、まちづくりの主役は住民の皆さんです。私は、公募の委員を入れてくださいということを言い続けてきましたが、今議会の議案の中に幾つもの新しい委員会が出されております。もう公募の委員をというふうに言う必要はないようですが、ただ一つだけ、今までは当て職で委員が決まるということが多かったので、住民の中にも公募に応じて委員に名乗りを上げるということになれるまで時間がかかると思うんです。委員会の中身や住民参加の意義を広く詳しく知らせてたくさんの方に応募してもらえるような配慮をしてくださいとだけ申し上げて、この項は終わらせていただきます。

　次は、三つ子ちゃんへの支援についてお伺いします。

　２歳７カ月になる子供さんがいました。三つ子と聞いて、もう気が遠くなりました。３３人にミルクを飲ませ、３人のおむつをかえ、３人おふろに入れて、３人に清潔なベビー服を着せて、次々に泣く３人の声をあやし、１人が風邪を引いて熱を出しても、もう次々。上の子にも気を配りながら掃除や食事などの家事もして、どんなにスーパーなお母さんでも手が回らないことはわかっていただけると思います。お母さんの手は２本しかないというより、１人しかいないんです。

　ここのおうちでは、津幡町にある虹のかけはしという有償ボランティアのグループから支援の方を派遣してもらっています。買い物に行ったり、病院に行ったり、上の子の学校行事、お母さんの美容院など出かける用事も多く、有償ボランティアさんは１人だけでは足らないで２人同時にお願いしているそうです。現在は１時間700円で、週３回２時間ずつが基本だそうです。３万円ではききません。

　生後間もないときには１カ月10万円にもなったこともあると聞きました。体重700グラム。手の指はもうマッチ棒よりも細かった赤ちゃんが、お母さんを中心にお父さんやおばあちゃん、おじいちゃん、おばさん、おじさん、そして生後間もなくから来てくれているボランティアさんなどの物心両面の支援の輪で、２歳７カ月まで育ってきたのです。

　この子たちのお母さんが言われました。「ここに来るまで本当に大変でした。出産間もなくのころ、町に行って何か支援がしてもらえないか何回も聞きましたが、でも窓口では「前例がありません。三つ子のための支援はありません」とそっけなく言われただけでした」と。お母さんは「何よりもマンパワー、人の手が足らないので、その方面の支援がしていただけたら本当にありがたかったのに」とおっしゃっていました。せめて子供たちが保育所に入るまでの支援をこれからでも考えてあげるべきではないでしょうか。

　子育て支援を柱の一つとされる町長なら、これからの少子・高齢化の時代、多胎児への育児サポート支援の必要性を理解してくださると信じますが、いかがでしょうか。

　さて、不妊治療が一般化してきた昨今、三つ子などの多胎児が生まれる確率は高くなっていますし、なぜか石川県は双子や三つ子でが生まれる確率が高いのだそうです。これから親になる人のためにも、この現在の三つ子の親御さんだけでなく、これから親になる人のためにも支援体制をしっかりと決めていただきたいと思うのです。

　残念ながら、この親子を支援してくれるグループは内灘にはありませんでした。金沢にはお助け隊、津幡町には虹のかけはしなど、周辺自治体には幾つもの若い民間のグループが育っています。金沢市としては､昨年よりファミリーサポートセンターというものが立ち上げ、市としての支援も始まっております。内灘町だけがそういった支援体制がないのです。ぜひこのような組織を立ち上げていただきたいと思います。

　また、出産後だけでなく、出産前の健診も普通の妊婦さんは月１回でいいそうですが、こういった多胎児の親御さんは月に二、三回、普通の二、三倍も受けなければならないのですが、健診に対する補助はやはり普通の胎児１人分しかいただけないそうです。これもぜひ胎児の数に合わせて安心して回数多く受診できるように考えてあげていただけないか、お伺いいたします。

　また、これに関してもう一つ、このお母さんが役場、その他あちこちで、役場だけでなくあちこちで支援を訴えたそうですが、そのときにどうして、「本当に大変ですね。何か支援してあげられるといいのですが、あいにく三つ子に対する決まりはありません。一度相談してみます」という答えがどうして返ってこなかったかと思うのです。そういうふうな答えが返ってきたら、お母さんとしてはどんなにほっとしたことかと思います。

　三つ子に対する支援の必要性や必然性は明らかだと思います。このような事項に関して、前例がないからと窓口で対応されるのは、なぜこういうことが起きてきたのか。それは、職員に仕事上のことで改善提案ができるようなシステムがつくられていなかったからではないでしょうか。

　このお母さんの訴えに対してだけでなく、そのほか何とかしてあげたいと思うことがあってもどうしようもないのではないでしょうか。

　そこで、職員の提案制度をもう一度きっちりした形で取り入れていただくことをお願いしたいと思います。

　提案できる場があり、自分の発案が取り入れられ、形になり、町民の福祉の寄与できる道があるということは、仕事をする上で職員の皆さんにとって大きな励みになると思いますが、皆さん、いかがでしょうか。

　大きな３番目として、エネルギー対策についてお聞きします。
　６月21日、夏至の日には、サンセットブリッジと風車がライトダウンされることはご存じだと思います。この日の晩だけでも電気を消して、家族や友人とろうそくの火のもとで世界の平和やエネルギー問題などさまざまな話をしようという100万人のキャンドルナイトという市民運動が始まりです。しかし、このライトダウンの意義が周知されていません。

　12月の冬至の火にも同じようなイベントがたしか予定されておりますので、ろうそくの火のもとでのエネルギー対策講演会とか、平和を考える会など、実行委員を募ってぜひとも広げていただきたいと思いますが、いかがでしょうか。

　このエネルギー講演会で取り上げていただきたいテーマの一つが、市民エネルギー発電所についてでしたけれども、今議会の補正予算に、以前能村議員が提案されていた太陽光発電システムへの補助が計上されていますので、そういったものの啓発になっていけばなというふうにも考えます。ボランティアの委員などによる12月の２万7,000人のキャンドルナイトinうちなだ、その実現について考えをお聞かせください。

　また、クール・ビズ。省エネルギーのために涼しい洋服をという、そういったことも通告に出させていただきましたけれども、これも既に決まったということが新聞報道されておりました。内灘だけでなく、近隣と歩調をそろえたということで、本当にこのことは、歩調を合わせるということは、長続きをさせていくためによいことだと思います。足並みをそろえた素早い職員の方々の対応に敬意を表します。

　最後に、ＲＤＦ製造施設「エコラ」におけるダイオキシンの検査ですが、毎年行われているということで、昨年は４月に発表になりましたけれども、ことしはまだ発表がありません。お伺いして、質問を終わらせていただきます。

　どうもありがとうございました。

○議長【堂下清孝君】　町長、八十出泰成君。

　　　〔町長　八十出泰成君　登壇〕

○町長【八十出泰成君】　水口議員のご質問にお答えいたします。

　まず、協働の町をどうつくっていくかということについてでありますが、おっしゃったように、協働とは、住民と行政とが対等な立場で責任を共有しながら目標の達成に向けて連携するものであり、今後のまちづくりにおける重要なキーワードであると考えております。町では、協働のまちづくりを目指すに当たり、まずは情報公開の推進と住民参加のまちづくりに努めていく考えであります。

　今回の予算案には、行財政改革推進委員会を初め、８つの委員会を開催する予定ですが、そのほとんどで委員の公募を考えており、それぞれの計画立案段階での住民参加を想定いたしております。

　次に、町のホームページの活用ということでありますが、住民の意見や思いをメールで簡単に送れるように、あるいは送りたくなるようにとのご提案でございました。ぜひとも今年度中にはホームページを一新する予定でありますし、ご指摘の点を踏まえて改良していきたいというふうに思っているわけであります。

　また、町長と町民の皆さんとの対話集会につきましては、先ほどもお話がありましたが、既に実施をいたしておりますし、今後も機会あるごとに積極的に対話の機会を持ちたいと考えておりますが、お話しありましたように、組織のある人だけでなくて、少人数でもいろんな団体の人たちでも対話を積極的に取り組んでいきたいと、こういうふうに思っているわけであります。

　役場町長席につきましても、これも先ほども話が出ていましたが、来月はぜひお気軽に、１階のフロアにて設置する予定でございますので、住民の皆様にはぜひともお気軽にお立ち寄りいただきたいと、こういうふうに考えているわけであります。

　一方、町職員が住民の皆さんの必要に応じ現場へ出かけてご説明をする、いわゆる出前講座でありますが、皆さんと情報を共有する絶好の機会である。このことからも、おっしゃるとおり、さまざまな課題について積極的に取り組んでまいりたいと、そういうふうに考えておるわけでございます。

　さまざまな分野で多様化する現在にあって、住民の皆さんのニーズに的確に対応するためは、例えばご指摘のニセコ町を初めとする先進自治体の事例研究、職員の研修や意識改革も必要だと考えておりますし、今後はこれらの面も含めて十分研究、検討してまいりたい、こんなふうに思っておるわけであります。

　それから、三つ子ちゃんの話でありますが、最近はおっしゃるように不妊治療が普及したことなどから、双子や三つ子などのいわゆる多胎児出産が増加しているようでございます。家族の形態が核家族化していく中で、双子、三つ子の育児をすることの困難さから、厚生労働省も多胎育児家庭へのベビーシッター派遣助成制度を設け、また全国の自治体でも双子、三つ子家庭に育児支援をしているところもふえてきているようであります。

　支援の内容といたしましては、ファミリーサポートや保育サポートなど支援のためのマンパワーシステムの構築やベビーシッター派遣助成制度の充実などさまざまなものがございますが、実施に向けて前向きに検討していきたいと考えております。

　なお、ご指摘にありました職員の提案制度についてでございますが、職員が窓口対応などでえられた情報を施策に生かすことは、多様化する町民ニーズに町行政が効果的に、効率的に対応する上で欠くことのできないものであると考えております。そうした観点からも職員提案制度は必要なものでありまして、輪も就任以来、提言をしておりますし、現在、その実施を担当部署に支持をしているところであります。この提案制度も含めて、現場主義という町民の目線に立った行政姿勢を職員に一層徹底していきたいと考えておるわけでございます。

　以上でございます。

○議長【堂下清孝君】　町民部長、西尾雄次君。

　　　〔町民部長　西尾雄次君　登壇〕

○町民部長【西尾雄次君】　水口議員のエネルギー対策についての件とＲＤＦ製造施設「エコラ」のダイオキシン検査の件の２点のご質問にお答えをいたします。

　環境省では、平成15年度から地球温暖化防止対策の一環としてＣＯ2削減ライトダウンキャンペーンを行っておりまして、本年は６月18、19日の土日と21日の夏至の日の３日間にわたって実施されますが、内灘町でもこれにあわせて内灘大橋「サンセットブリッジ」と風力発電所のライトアップを消灯することといたしております。

　また、これにあわせて、６月18日は内灘町連合婦人会と内灘町壮年会協議会が共催で、内灘大橋のたもとのサンセットパークにおきましてキャンドルイベントを開催する予定となっております。

　ご質問のライトダウンキャンペーンの意義の周知ということにつきましては、この18日のイベントの中でも何らかの形で行いたいと考えております。

　なお、12月の冬至の日にも全国的な規模で同じようなライトダウンキャンペーンが予定されておりますので、内灘町においてもボランティア委員によるキャンドルイベントが開催できないか、連合婦人会や壮年会協議会、あるいは本町のさまざまな環境ボランティアの方々にも話し合っていきたいと、そのように考えております。

　次に、ＲＤＦ製造施設「エコラ」のダイオキシン検査についてのご質問でございます。

　河北郡広域事務組合では、ＲＤＦ製造施設「エコラ」のダイオキシン類濃度を年１回測定いたしまして、組合構成の市町の広報などで公表いたしておりまして、ことしの公表につきましては７月の町広報で行いたいと、そのように考えておりますので、ご理解いただきたいと思います。

　以上です。
